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祇
園
橋
は
誰
が
架
け
た
の

橋
は
公
共
物
で
す
か
ら
、
現
在
で
は
造
る
の
は
国
や
県
、
市
町
村
、
あ
る
い
は
法
人
な

ど
の
公
共
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
の
が
一
般
的
で
す
。

そ
の
図
式
で
い
う
と
、
天
草
は
天
領
だ
っ
た
た
め
、
幕
府
が
行
う
べ
き
で
す
が
、
幕
府

に
は
庶
民
の
た
め
に
橋
を
架
け
る
と
い
う
発
想
自
体
な
か
っ
た
よ
う
で
す
し
、
そ
の
意
思

も
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
れ
で
も
、
ど
う
し
て
も
公
共
事
業
と
し
て
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
工
事
は
、
諸
藩
に
や

ら
せ
た
の
で
す
か
ら
、
横
暴
も
こ
こ
に
極
ま
り
た
り
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
、

こ
れ
に
は
、
諸
藩
の
経
済
力
を
弱
め
る
と
い
う
意
味
合
い
も
あ
り
、
幕
府
に
と
っ
て
は
、

自
ら
は
金
を
出
す
こ
と
も
な
く
、
一
石
二
鳥
と
い
っ
た
具
合
で
し
た
。

当
時
天
草
の
政
治
の
中
心
は
、
富
岡
町
で
あ
っ
た
の
で
、
本
渡
な
ど
は
、
幕
府
の
眼
中

に
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
祇
園
橋
架
橋
は
、
幕
府
に
と
っ
て
は
、

必
要
な
工
事
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
正
に
ノ
ー
タ
ッ
チ
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
住
む

住
民
に
と
っ
て
は
、
必
要
な
橋
で
あ
り
、
ど
う
し
て
も
架
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
と

思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
仕
方
な
く
、
民
間
の
手
に
よ
っ
て
架
橋
さ
れ
ま
し
た
。

と
い
っ
て
も
、
そ
こ
に
橋
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
木
造
の
橋
は
あ
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
（
木
造
の
橋
の
上
に
土
を
乗
せ
て
い
た
た
め
、
土
橋
と
も
言
わ
れ
て
い
た
）

た
だ
、
木
造
の
橋
は
耐
久
性
も
な
く
、
洪
水
の
た
び
に
流
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
そ
の
た

び
に
、
架
け
替
え
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
大
谷
庄
屋
を
始
め
、
村
役
は
、

強
い
橋
作
り
に
一
大
決
心
を
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
強
力
な
味
方
が
、
下
浦
石
工
の
存
在
で
し
た
。

石
で
橋
を
作
っ
た
ら
、
ず
い
ぶ
ん
長
く
持
つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
い
う
事
で
、
下
浦
石
工
に
頼
み
込
ん
だ
の
で
す
。

し
か
し
、
事
は
す
ん
な
り
運
び
ま
せ
ん
。
い
く
ら
石
工
と
い
っ
て
も
、
川
に
橋
を
架
け

る
と
い
う
の
は
、
天
草
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
も
あ
り
、
技
術
的
に
と
て
も
大
変
な
こ
と
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架橋記念碑には

発起人・当村庄屋 大谷健之助

世話人 久屋與一平 若松屋次平 叶屋伊平 の名が刻まれている



で
、
村
と
石
工
と
の
間
に
、
時
間
を
か
け
た
交
渉
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
が

で
き
ま
す
。

大
谷
健
之
助
町
山
口
村
庄
屋
ら
か
ら
、
何
度
も
何
度
も
、
粘
り
強
く
、
建
設
の
要
請
を

受
け
た
下
浦
石
工
。
で
も
、
数
多
い
石
工
の
中
で
も
ワ
シ
が
や
り
ま
す
、
と
手
を
上
げ
る

人
は
い
ま
せ
ん
。

で
も
、
こ
れ
だ
け
懇
意
に
頼
ま
れ
て
、
断
わ
っ
た
の
で
は
下
浦
石
工
の
名
折
れ
で
す
。

そ
こ
で
白
羽
の
矢
が
当
た
っ
た
の
が
、
辰
右
衛
門
で
し
た
。

或
い
は
、
辰
右
衛
門
が
名
乗
り
を
上
げ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

と
に
か
く
、
下
浦
石
工
の
名
に
懸
け
て
、
立
派
な
石
橋
を
作
ろ
う
と
い
う
事
に
な
っ
た

わ
け
で
す
。
（
お
断
り
・
こ
れ
は
私
の
想
像
で
す
）

架
橋
記
念
碑
に
は
。

石
橋
発
起
主

当
村
庄
屋

大
谷
健
之
助

世
話
人

久
屋
與
一
平

同

若
松
屋
次
平

同

叶
屋

伊
平

の
四
名
と
資
金
を
提
供
し
た
人
の
名
が
一
七
八
名
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
惣
村
中
軒
別
二
百
文
加
勢
」
と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
村
と
は
、
町
山
口

村
の
こ
と
で
す
が
、
近
在
の
村
の
人
も
資
金
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
町
山
口
だ
け
で
な
く
、
近
在
村
に
と
っ
て
も
、
こ
の
橋
が
必
要
な
橋
だ
っ
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

世
話
人
の
人
は
、
当
時
町
山
口
村
の
有
力
銀
主
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
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解説 ≪銀主の出現≫
ぎ ん し

天草が戸田領になって寛文五年（1665）郡中酒屋改めを行い、酒屋株62件が決められ

た。

この頃になると流通経済が盛んになり百姓も自給自足の生活はむつかしくなった。必要

な物資を買う必要が生まれ商業を営む者も現れた。ぎりぎりの労働を強いられている百姓

の中には酒に溺れる者を出るようになる。酒の需要は高まるばかりであった。

このような商業者、ことに酒屋を営む者たちから銀主、または徳者と呼ばれる金持ち階

級が生まれた。彼らは代金を払えないものから田畑を質に取り金を貸した。やがてその質

草は流れて貸手の所有となり、大地主に成長した。（中略）

このような銀主が大小280ほど生まれ、その所有する田畑の総面積が全郡の３分の２に

達した。勢い貧富の格差が拡大して社会問題に発展する。後に述べる百姓一揆の引き金に

なった。（『天草の歴史』天草市教育委員会刊）

〈『改訂版 天草の歴史』天草市教育委員会刊 より〉



Ｑ
５

建
設
者
は
ど
ん
な
ひ
と
？

架
橋
記
念
碑
に
、
下
浦
村
石
屋
辰
右
衛
門
と
記
銘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
棟
梁
の
名

前
が
分
か
り
ま
す
。

下
浦
村
と
は
、
現
在
の
天
草
市
下
浦
町
で
す
。

こ
の
下
浦
村
に
、
松
室
五
郎
左
衛
門
と
い
う
人
が
、
宝
暦
年
間
に
肥
前
の
国
か
ら
渡
っ

て
き
ま
し
た
。
彼
は
、
白
石
藩
の
武
士
で
し
た
が
、
訳
あ
っ
て
浪
人
と
な
り
、
下
浦
村
に

住
み
つ
い
た
と
い
い
ま
す
。
彼
は
下
浦
村
に
建
造
物
に
優
れ
た
石
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
、

石
工
と
な
り
、
多
く
の
弟
子
に
石
工
の
技
術
を
伝
え
た
そ
う
で
す
。

で
も
武
士
が
い
く
ら
器
用
で
も
、
下
浦
に
来
て
か
ら
石
工
に
な
る
と
い
う
の
も
、
い
さ

さ
か
お
か
し
い
気
が
し
ま
す
。
も
と
も
と
石
工
の
技
術
を
持
っ
て
い
た
と
し
か
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
五
郎
左
衛
門
が
元
祖
と
な
り
、
下
浦
に
石
工
の
技
術
を
広
め
、
代
々
そ
の
技

術
が
伝
え
ら
れ
、
下
浦
は
石
工
の
里
と
し
て
栄
え
、
天
草
の
み
な
ら
ず
島
原
・
長
崎
方
面

ま
で
、
下
浦
石
工
の
名
を
高
め
ま
し
た
。

現
在
天
草
に
あ
る
鳥
居
な
ど
に
は
、
多
く
下
浦
石
工
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

祇
園
橋
架
橋
の
棟
梁
、
石
屋
辰
右
衛
門
に
つ
い
て
は
、
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
近
く
の
住
む
郷
土
史
家
の
近
藤
鉄
男
さ
ん
の
調
査
研
究
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な

点
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

①

辰
右
衛
門
の
家
系
が
判
明

辰
右
衛
門
の
末
裔
が
、
松
岡
さ
ん
と
い
っ
て
、
石
場
地
区
に
住
ん
で
お
ら
れ
、
そ
の
家

に
辰
右
衛
門
の
位
牌
が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
位
牌
に
は
「
静
譽
龍
秀
信
士
・
辰
右
衛
門
・

天
保
四
年
巳
六
月
二
日
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
辰
右
衛
門
の
奥
さ
ん
の
戒
名
も

並
べ
て
書
い
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
円
性
寺
の
過
去
帳
や
松
岡
家
の
墓
碑
（
法
名
塔
）
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天
草
市
指
定
文
化
財

下
浦
石
工
元
祖

松
室
五
郎
左
衛
門
の
墓

指
定
年
月
日

昭
和
五
九
年
一
月
九
日

管
理
者

石
場
区

五
郎
左
衛
門
は
、
元
肥
前
国
白
石
の
藩
士
で
わ
け

あ
っ
て
浪
人
し
、
宝
暦
十
年(

一
七
六
〇)

頃
天
草
に

来
て
、
当
地
に
移
り
住
み
石
工
と
な
っ
た
。
そ
の
後

島
民
に
石
工
技
術
を
教
授
石
工
業
の
発
展
に
寄
与
し

天
明
三
年(

一
七
八
三)

に
没
し
た
。
近
く
の
山
中
に

は
明
治
一
八
年(

一
八
八
五)

花
岡
大
明
神
が
祭
ら
れ

毎
年
祭
礼
も
行
わ
れ
て
い
る
。

天
草
市
教
育
委
員
会

〈
松
室
五
郎
左
衛
門
の
墓
案
内
板
よ
り
〉

松室五郎左衛門の墓

左は古墓？



に
刻
ま
れ
て
い
る
も
の
と
一
致
し
ま
し
た
。

②

辰
右
衛
門
の
二
代
後
か
ら
苗
字
を
名
乗
る

辰
右
衛
門
は
、
祇
園
橋
の
架
橋
記
念
碑
に
「
下
浦
村

石
屋

辰
右
衛
門
」
と
刻
ま
れ

て
い
る
よ
う
に
、
苗
字
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
二
代
目
か
ら
松
岡
姓
を
名
乗
っ
て
い

ま
す
。

③

辰
右
衛
門
の
墓
も
存
在
し
て
い
た

辰
右
衛
門
の
墓
は
、
天
草
石
工
元
祖
の
松
室
五
郎
左
衛
門
の
墓
が
あ
る
石
場
共
同
墓
地

の
一
角
に
あ
る
。
そ
の
墓
は
、
普
通
の
石
塔
と
違
っ
て
、
人
形
墓
で
す
。
高
さ
は
60
㎝
の

坐
像
石
仏
で
、
蓮
の
花
を
左
手
で
肩
に
か
ざ
し
て
い
ま
す
。

か
つ
て
辰
右
衛
門
の
石
仏
の
下
に
仏
石
や
台
石
が
重
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
松
岡

さ
ん
が
、
納
骨
堂
を
建
て
た
際
、
掘
り
返
し
た
穴
に
埋
め
込
ん
で
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

仏
石
に
は
、
辰
右
衛
門
の
戒
名
が
刻
ま
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
松
岡
さ
ん
は
、
辰
右
衛
門

が
祇
園
橋
を
作
っ
た
棟
梁
で
あ
る
こ
と
を
薄
々
知
っ
て
は
い
た
が
、
偉
い
人
と
は
知
ら
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。
残
念
な
こ
と
で
す
。
先
年
訪
れ
た
時
は
、
人
形
墓
は
古
い
も
の
で
し

た
が
、
現
在
は
造
り
変
え
ら
れ
て
、
新
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
辰
右
衛
門
の
生
年
や
享
年
は
判
明
し
て
い
ま
せ
ん
。

④

妻
に
つ
い
て

辰
右
衛
門
の
妻
は
、
「
冬
覚
妙
仙
信
女
」
と
の
戒
名
で
、
残
念
な
が
ら
俗
名
は
書
か
れ

て
い
ま
せ
ん
。
亡
く
な
っ
た
の
は
、
天
保
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日
で
す
。

⑤

五
郎
左
衛
門
と
辰
右
衛
門
の
没
年
に
五
十
年
の
開
き

五
郎
左
衛
門
が
亡
く
な
っ
た
の
は
、
天
明
三
（
１
７
８
３
年
）

年
。
辰
右
衛
門
は
天
保
四

（
１
８
３
３
年
）

年
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
両
人
の
没
年
に
は
50
年
の
開
き
が
あ

り
ま
す
。
二
人
の
享
年
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
辰
右
衛
門
が
五
郎
左
衛
門
の
直
弟
子
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写真右 祇園橋架橋記念碑に刻まれている、「下浦村 石屋辰右衛門」

の文字。やや摩耗している。

写真中 石場地区共同墓地にある辰右衛門の墓。（新しく造り変えら

れている）

写真左 松岡家の墓の法名塔に書かれている、辰右衛門と妻の法名。



で
あ
る
可
能
性
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
二
代
目
又
は
三
代
目
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
で
し
ょ
う
。

祇
園
橋
竣
工
が
、
天
保
三
年
な
ら
ば
、
完
成
を
見
届
け
て
、
ま
た
五
年
な
ら
ば
、
完
成

を
見
届
け
な
い
ま
ま
こ
の
世
を
去
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

辰
右
衛
門
が
、
こ
れ
ほ
ど
の
名
工
な
ら
ば
、
他
に
も
後
世
に
名
を
残
す
よ
う
な
仕
事
を

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
他
に
は
残
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

以
上
『
潮
騒
』
天
草
文
化
協
会

平
成
10
年
発
行
の
「
下
浦
石
工
、
辰
右
衛
門
の
墓
見
つ
か
る
・<

参
考>

本
渡
祇
園
橋
建
造
主
の
苗
字
は
後
に
「
松
岡
」
」

近
藤
鉄
男
著

を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
建
設
の
様
子
を
歴
史
戯
曲
と
し
て
、
地
域
史
研
究
者
の
鶴
田
文
史
氏
が
「
祇
園
橋
架
橋
物
語
」

を
書
か
れ
て
い
ま
す
。

（
収
録
『
西
海
の
心

天
草
歴
史
文
芸
作
品
録
』

鶴
田
文
史
著

西
海
文
化
史
研
究
所
）

（
同
『
国
重
要
文
化
財
指
定
記
念
誌

国
重
文
の
祇
園
橋
』
本
渡
祇
園
橋
と
町
山
口
川
の
環
境
を
守
る
会
）
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下浦町にある石工の「下浦石工発祥の地」碑と碑文

花岡大明神

明治十八年酉中春礿日設立

この碑は、五郎左衛門没100年後に、地

元石場の人たちが、遺徳を讃え、石工業の

安全を祈願して建てました。

※近藤氏の石工の歴史と文化・潮騒H9 には、

「明治十八年酉中春初日造建之」と記してある

が、初ではなく礿。礿はまつりの意


